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１。はじめに

　愛知教育大学では、教員免許法の改訂

に伴い新たに設置された「情報機器の操

作」に対応する科目として、平成12年

度より「情報教育入門」を開講している。

この講義は、本学１年生全員を対象に情

報リテラシに関する教育を行う。学生は、

この講義のためにノート型ＰＣを持参し、

情報コンセントが設備された教室で受講

する。前期・後期で１単位の授業として

全ての受講生に共通した内容を扱う「情

報教育入門Ｉ」と各専攻の独自の内容を

いかした「情報教育入門ｎ」が開講され

ている［1］。

　本学では、本学共通科目委員会によっ

て、平成12年度情報教育入門Ｉにおけ

る「授業改善のためのアンケート調査」

［2］が行われた。その結果、97％の受講生

が「講義に積極的に参加した」としてお

り、さらに「講義を通じて得るものがあ

った」ものは96％、「講義の内容に触発

され、さらに進んだ学習を自ら行った」

ものは44％に及んだ。学生の講義に対す

る満足度も98％が肯定的意見であった。

　しかし、本研究で行った平成13年度

　「情報教育入門Ｉ」の教科書［3］につ

いてのアンケート調査では、約半数の受

講生が「教科書の内容についてあまり理

解できていないと感じている」と答えた。

我々は、受講生の理解が妨げられている

原因の１つは、教科書内のコンピュータ

の専門用語であると推測した。本論文で

は、「情報教育入門Ｉ」の教科書の版下デ

ータをＷｅｂｲﾋし、これに用語集データを

与えると自動的に本文内の用語にリンク

を生成するツールとその評価について述

べる。

２。「情報教育入門Ｉ」の教科書の

　　　　　　　　　　アッケート調査

　我々は、本当に受講者が講義内容を理

解しているかどうか、Ｄ贋報教育入門Ｉ」

の教科書の理解度についてのアンケート

調査を行った。このような実習の講義は、

コンピュータの操作を教師が指示したと

おりに進めていく。しかし、講義中は理

解できたと思っても、受講生は、自習に

なると自分の力で操作を確認しながら行

わなければならないため、本当は理解不

足であることが多い。ほとんどの受講生

は、自習時に操作がわからなくなった場

合は、教科書や講義中に配布されたプリ

ントをみて理解する［4］。教科書が理解

できていれば、本当に講義内容を理解し

ていると推測できる。

２。１　｢情報教育入門Ｉ｣教科書

　｢情報教育入門Ｉ｣の教科書は、開講

されているすべての講義で同じ教科書を

扱っている。しかも、コンピュータの発

展や情報技術の進歩、コンピュータ用語

の増加などにより、教科書は毎年改訂さ

れる予定である。

ヽ成13　　　｢情　教　入門　の教科

の内容【1】:

　｢情報教育入門Ｉ｣では、いわゆる情

報リテラシの内容を網羅的に教えるので

はなく、基本的な事柄のうち特に重要と

思われる項目に厳選し、徹底的に教育す

るという方針をとっている。内容は以下

のとおりである13][5]。

1)コンピュータの基本操作とネットワー

　ク設定

2)タッチタイピングと日本語入力

3)ワープロとレポート操作

4)インターネット入門

5)ブラウザの利用方法と情報検索

6)インターネットと表現の自由

7)電子メールの利用方法

　３)では、ワープロの細かな操作を覚

えるのではなく、レポート作成に則して、

その意義や表紙の作成、本文の書き方な

ど、いわゆるコンピュータによる文書作

成の本質について教育するように留意し

ている。６)では、法律に関連する問題

を、表現の自由と関連付けて講義する。
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教科書をどのくらい理解で

きていると思いますか
ほとんど理解できている ７人 12.7%

少し理解できている ２１人 38.1%

あまり理解できていない 23人 41.8%

ほとんど理解できていない ４人 7.3%

教科書の難易度

はどのくらいだ

と思い

ますか
とても難しい １人 1.8%
難しい 14人 25.5%

適当 29人 52.7%

易しい ９人 16.3%

とても易しい ２人 3.6%

コンピュータ関

係の用語につい

て詳しく知って

いる方だと思い

ますか

よく知っている方だと思う １人 1.8%

知っている方だと思う ８人 14.5%

あまり知らない方だと思う 18人 32.7%

知らない方だと思う 28人 50.9%

教科書をどれくらい読んだ

ことがありますか
一通り目を通した １人 1.8%

ほとんど読んだ ３人 5.8%

必要な所だけ詳しく読んだ 22人 ４０％

授業で読んだのみ読んでない 28人 50.9%

その他 １人 1.8%

表１　：教科書のアンケート結果

この講義は、法律の専門教官に依頼して

実施している。我々は、インターネット

の利用における法律問題を特に重要な項

目と考えており、この講義を受けないと

電子メールの利用方法を教授しないとい

う方針をとっている。

２。２　アンケート結果

　表１は教科書のアンケート調査を行っ

た結果の一部である。平成13年度前期

「情報教育入門Ｉ」を受講した愛知教育

大学情報教育講座１年生90名のうち53

名から解答を得た。

　受講生の半数が「あまり理解できてい

ない」、「ほとんど理解できていない」と

答えた。しかし、教科書の内容は、難し

いと感じている受講生は少なかった。多

くの受講生は、講義に興味があるにもか

かわらず、難しくはない教科書の内容を

理解できていないと感じている。今回、

調査を行った対象者の全ては情報教育専

攻の学生である。情報教育専攻の受講生

は、「情報教育入門」以外の講義において

も同時期にコンピュータに触れることが

多いため、「情報教育入門」で学んだコン

ピュータの操作を復習して使っている可

能性が高い。しかし、専攻の違う文系の

受講生は、「情報教育入門」以外の講義で

はほとんどコンピュータに触れることは

ないため｡今回の調査以上に理解できて

いない可能性がある。

　我々は、教科書に記述してあるコンピ

ュータの専門用語が受講生の理解を妨げ

ている原因の１つであると推測した。そ

の理由は、情報教育入門の教科書では。

　『パスワードを聞かれますので、ワーク

ステーションで変更…』、『ネット商法や

電子マネーに見られる…』など、本文中

でコンピュータの専門用語が当然知って

いるものとして使われている場所が多々

あるからである。アンケートでも80％以

上の受講生がコンピュータの専門用語を

　「あまり知らない方である」、「知らない

方である」と答えており、自由記述の欄

においても、「専門用語がわからないの

で、こういった教科書は途中で読むのが

嫌になる」などの解答があった。

３。教科書データの電子化

　本研究では、わかりやすい用語集を作

ることと教科書の電子化を行った｡以下、

それぞれについて説明する。

３。１用語集の必要性

　コンピュータの専門用語の説明は、教

科書の中で丁寧に解説を記述するという

考えもある。しかし、用語の説明ばかり

になってしまい、受講生が学ばなければ

ならない重要な部分がわかりにくくなり

かねない。そのため、教科書を読んでい
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て分からない用語が出てきたとき、受講

生は、その用語を用語辞典などで調べる

ことが望ましい。

　しかし、用語集の中には、難しい表現

を使って説明してあるものがある。例え

ば、「文字飾り」という用語を「アスキー

パソコン用語ハンドブック」（アスキー

出版局）［6］で調べるとする。

文字飾り

　ワープロソフトやＤＴＰソフトで文字

にデザイン処理を行うこと。サイズや書

体の変更、文字を傾斜させる斜体処理や

ハーフトーンにする網掛け処理などがあ

る。

　この説明では、新たに「ＤＴＰソフト」

という用語が使用されている上、「ハー

フトーン」という普段使われない用語が

使われており情報リテラシをこれから学

ぼうとする初心者には分かりにくい。ユ

ーザのレベルにあった用語集を用意する

必要がある。

　本研究において、約10のＷｅｂページ

やコンピュータの専門用語辞典［7］を

比較・調査して、初心者レベルを対象と

したコンピュータの専門用語集を愛知教

育大学の学生を中心としたグループが作

成した（表2）。その理由は、コンピュー

タを専門とする教官が作成するよりは、

学生の視点や言葉で作成した方がわかり

やすいものができると考えたからである。

例えば、「文字飾り」の説明は次である。

文字飾りー
　ワープロなどで入力した文字に、取り

消し線、下線、網掛けなど文字に飾りを

付けること

　用語の説明文は、2～3行で簡潔にまと

め、難しい言葉を使わずわかりやすい文

章で作成することに注意した。

｢マイコンピュータ

　　Window8の画面上にあるアイコン。自分

　のパソコンに接続されている装置に記憶され

　ているファイルなどをみることができる。

「シリアルポー__ﾄ」_

　　コンピュータと周辺機器をつないで、デー

　タを転送するのに使う。データをIbitずつ送

　るので、速さが要求されない場合に使う。

表２：初心者向け用語集の例

３。２教科書の電子化

　講義の補助教材として情報教育入門

教科書を電子化し、Ｗｅｂブラウザから教

科書を見ることができるようにした。

Ｗｅｂ化することにより、受講生は紙の教

科書を持参していなくても自習時に教科

書をいつでも見ることができる。また、

情報教育入門の講義の受講を終えた後で

も、受講生はコンピュータの操作を確か

めたいとき､教科書を見ることができる。

コンピュータを使用する講義で、「情報

教育入門Ｉ」の教科書を参考書とする教

員も多々いる。電子化してあれば、Web

ブラウザを通していつでも見ることが可

能である。

　また、受講生は、わからない用語があ

っても用語集が近くにないと調べること

もわずらわしく感じることが多い。Web

化した教科書の中の用語に用語集データ

ヘのリンクを貼れば、用語の意味がわか

らないときすぐ調べることができる。用

語や画像の説明のためにリンクを貼るこ

とができるので、教科書だけでは解説し

きれない箇所を補うことができ、内容の

理解を深めることができる。

3｡3タグ付けツールの開発

　我々は、教科書版下データから用語集

データにある用語を自動的に見つけ、用

語集データヘのリンク用のタグを自動的

に付けるツールの開発を行った。
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図1:概念図

　教科書の中で分からないコンピュー

タの専門用語があった場合、受講生がす

ぐ調べることができるようにしたい。そ

こで、コンピュータの専門用語すべてに

用語集データヘのリンクを貼ることが望

ましいと考えた。しかし、１つ１つの用

語に用語集データヘのリンク用のタグを

つけるのは手間がかかる。しかも、１つ

１つタイプしていくので、入力する際に

タイプミスをする可能性もある。また、

　「情報教育入門Ｉ」の教科書の内容は、

毎年新しく改訂される予定である。用語

集データの内容も新しい用語が追加され

る可能性が高い。変更のたびごとに新し

い用語がどこで使われているのか探し出

し、その全てにリンク用のタグをつける

､作業するのは手間がかかる｡本ツールは、

教科書の版下データと用語集データがあ

れば、最短の手間で教科書の用語に用語

集データヘのリンクを貼ることができる。

4｡タグ付けツール「タグタグくん」

4.1扱うデータ

　タグタグくんの概念図を図１に示す。

①教科書版下データ

　ワープロソフトで記述された教科書

の版下データである。

２教科書htmlファィル

　①をワープロソフトの機能を用いて、

htmlファイルとして保存しなおしたも

のである。一般的に出版用の版下データ

には、ワープロソフト｢一太郎｣や｢Word｣

で入稿されるものも増えてきている。

　　F情報教育入門ｌｊの教科書の版下デ

ータは、Wordファイルとして保存され

ている。教科書は約120ページあり、こ

れを１つのＷｅｂページとすると、非常に

大きなサイズとなってしまい、教科書の

読みたい部分を探すために手間がかかる。

そこで、教科書の章ごとに分割してWeb

ページを作成した。

３用語集データhtmlファィル

　用語とその用語の説明文が記述された

用語集データをhtmlファイルとして保

存したものである。

　用語集には、「情報教育入門Ｉ」の教科

書の中に記されているコンピュータの専

門用語210個を載せた。英数字の用語集

データhtmlファイル、あ行の用語集デ

ータhtmlファイル・か行の用語集デー

タhtmlファイル‥・というように、行ご

とに１つのhtmlファイルを用意した。

４用語対応付けファィル

　用語とその用語の説明がどの③に保

存してあるかが記述されている。図１の

― 215 －



例では、「情報活用能力」は、

　「yougo_s､html」という③のキーワード

　「katuyou」の部分に説明が書いてある

という意味である。このキーワードとは、

③のファイルののどの部分にその用語が

記されているのか示すものである。

５用語にリンク用のタグがついている教

　科書htmlファイル

　②をタグタグくんで処理した結果の教

科書htmlファイルである。②と違うと

ころは、③に載っている用語すべてにリ

ンクが貼られていることである。

４。２タグタグくんの処理

　タグタグくんは、①の中から④にある

用語と同じ用語を発見すると、その用語

の説明が記述されている③ヘリンクを貼

るタグを②に記述する。

　例えば、①の中で、③に用語の説明が

ある用語「情報活用能力」という用語を

発見した場合を図２にしめす。図2-ａが

①の一部である。タグタグくんで処理が

終わったあとは図2-bとなる。用語「情

報活用能力」の前後にはリンク用のタグ

が付けられているのがわかる。　これによ

り、教科書のＷｅｂページ上で「情報活用

能力」をクリックした場合、

yougo_s.htm1（さ行の用語説明が記して

ある　htmlファイル）のキーワード

katuyou (「情報活用能力」の用語説明が

記してある部分）が記述されている場所

ヘジャンプする。キーワードは、あらか

じめ③に図１のようなNAMEタグをつ

けておく。

(ａ)

　｢情報活用能力｣がこれまでの読み・書き‥・

(b)

　＜ＡHREF="yougo_8.html#katuyou"情報活用

　能力</Ａ>｣がこれまでの読み・書き‥・

図２：タグタグくんの処理

５。「情報教育入門Ｉ」の教科書の

　　Ｗｅｂページ

　　「情報教育入門Ｉ」の教科書htmlフ

ァイルが、図3-ａである。タグタグくん

で処理を行ったタグが付いた教科書

htmlファイルは、図3-bである。さらに

Ｗｅｂページを見やすくするために手作

業で以下の処理を行った。

ウィンドウウの分割

　読みたいＷｅｂページを探しやすくす

るために、ウィンドウを２つのフレーム

に分割した。左側のフレームには、章ご

との見出しを表示し、各章をクリックす

ると右側のウィンドウに教科書本文の

Ｗｅｂページが表示されるようにした。

用語の説明以外のリンク設

　教科書に記されていないことで受講生

がさらに興味を持って知りたいと考えら

れる画像や単語などに関連する他の

Ｗｅｂページヘのリンクを貼った。

（ａ）用語にタグを付ける前

（b）用語にタグを付けたあと

図３：教科書のＷｅｂページ
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どちらの方が早くテキスト

を理解できると思いますか
用語解説付き ５１人 92.7%

用語解説なし ３人 5.5%
無回答 １人 1.8%

両方ページが用意され

ていた場合どちらをみ

ますか

用語解説付き 49人 89.1%

用語解説なし ５人 9.1%

無回答 １人 3.6%

どちらの方が読みやすいで

すか
用語解説付き 37人 67.3%

用語解説なし 16人 29.0%

無回答 ２人 3.6%

表３：「用語解説付き教科書Ｗｅｂページ」と「用語解説なし教科書Ｗｅｂページ」の比較

６。評価

　本研究では、タグタグくんで処理を行

った「用語解説付きＷｅｂ版情報教育入門

Ｉの教科書」（以下、「用語解説付き」と

記す）と教科書をそのままＷｅｂ化しだ

　「Ｗｅｂ版情報教育入門Ｉの教科書」（以

下、「用語解説なし」と記す）との比較の

アンケート調査を行った。対象者は、平

成13年度前期「情報教育入門Ｉ」を受

講した愛知教育大学情報教育講座１年生

90名のうち55名から解答を得た。

6｡1結果（表3）

　93％が、「用語解説付き」の方が教科書

を早く理解できると答えた。理由として

は、用語集があるので「分からない用語

がすぐ調べられる」、「教科書を読む気に

なる」という意見がほとんどだった。教

科書の補助教材として「用語解説付き」

をＷｅｂページとして公開しておけば､専

門用語をあまり知らない受講生達も今ま

でよりはスムーズに教科書を読むことが

できるので、教科書を読む機会が増え、

自習もやりやすくなると考えられる。

　教科書の読みやすさにおいては、71％

が「用語解説付き」の方が読みやすいと

解答したが、その理由は対照的に分かれ

た。わからない用語はすぐ調べることが

できるように教科書のコンピュータの専

門用語すべてにリンクを貼ったが、ある

章の中に同じ用語が何回もでている場合、

すべてにリンクが付く。リンクが付いて

いる用語は青色になり、アンダーバーも

引かれている。「用語解説つき」の方が読

みやすいと答えた受講生は、「色が２色

にわかれているので重要部分がすぐわか

り読みやすい」と答えた。しかし、「用語

解説なし」の方が読みやすいと答えたほ

とんど受講生は、「用語ばかりに目がい

ってしまい読みにくい」と答えた。リン

クが目立つのを改善することを考えるの

ならば、リンクの色を少しめだたない色

にする。用語が一度でてきたらその後同

じ段落で同じ用語が出てきた場合リンク

を貼らないなどという機能があれば良い

かもしれない。

7｡まとめと今後の課題

　本研究では、本学「情報教育入門Ｉ」

の教科書のアンケート調査を行い、コン

ピュータの専門用語によって受講生の理

解や効率的な実習が妨げられることが多

いことがわかった。そこで、初心者向け

用語集を作成することと、教科書の版下

データをＷｅｂｲﾋし、これに用語集データ

を与えると自動的に本文内の用語にリン

クを生成するタグ付けツール「タグタグ

くん」を作成した。そして、その評価を

行った。

　タグタグくんは、教科書だけでなく、

日本国憲法などの専門的なページやスポ

ーツのルールのＷｅｂページなど､他の分
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野にも応用できる。それらにも使用して

みること、また、今回作成した初心者向

けの用語集の評価なども行う予定である。

　なおこの研究は､平成13年度文部科学

省科学研究費補助金特定領域研究

120 (A)研究項目A03課題番号13020220

　｢ネットワークを利用した教員養成系学

部のための情報教育教材の開発｣の研究

の一部である。
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